
100周年事業について

根岸森林公園新築トイレ設計コンペ

建築家  内藤廣  講演会

よこはま建築ひろば

　シンポジウム

　こどもワークショップ、関連イベント

横浜市こどもの美術展2022

こどもの絵画作品LEDビジョン投影

年表・タペストリー展示

学校建替え工事 出前授業

Instagram

よこはま建築フォトコンテスト

100周年
事業
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　横浜市の公共建築は、市民や

関係団体のみなさまに支えられ、

100周年を迎えることができま

した。「横浜市公共建築100周

年事業」として、多くのみなさま

に公共建築に対する親しみや

愛着を一層高めていただくため、

関係団体のみなさまと連携して、

様々なイベント等を実施しました。

これから100年続く建築として建てられた横浜の公共建築のシンボルである、

「横浜市役所新市庁舎」をモチーフに、2つの建物が重なって見えるような設

計コンセプトを数字の「1」に見立て、100周年の「100」の数字となるアイディ

アを組み合わせたシンボルデザインです。

100周年事業について

デザイン：アスカコヤマックス株式会社

ロゴマーク
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こどもワークショップ
・折り紙建築ワークショップ

・工作！お家で使える延長コード作り

・とび出す建物に色をぬろう

・空間ワークショップ

・間伐材で作るオリジナルコースター

・建設重機・機械工具体験会

1階 アトリウム及び
北プラザ

講演会
建築家 内藤廣「建築とまちづくり」

令和4年8月22日

令和4年11月12日

 ［公募開始］ 
令和4年4月1日

 ［設計案〆切］ 
令和4年7月15日

 ［公開ヒアリング］
令和4年8月22日

 ［結果発表］
令和4年9月1日

 ［公開ヒアリング］
関内ホール 大ホール

関内ホール 大ホール

横浜市公共建築100周年事業 日時・期間 会場・メディア

シンポジウム
 「これまでも、これからも、横浜らしく」

3階 議会棟 多目的室

デジタルスタンプラリー

横浜市役所 2階 展示スペース

横浜市民ギャラリー

横浜市役所 1階 アトリウム

工事現場見学会「横浜市開港記念会館」

都岡小学校
汐見台小学校

Instagramにて作品募集
 ［展示］
横浜市役所
2階 展示スペース（3月4日～24日）
1階 展示スペース（3月25日～31日）

横浜市ウェブサイトで公開

ナゾ解き！よこはま市役所アドベンチャー

横浜市こどもの美術展2022
こどもの絵画作品LEDビジョン投影

ガス・電気設備展示 横浜市役所 1階 展示スペース

31階からの景色を見よう

市役所内各所

31階 レセプションルーム

横浜市開港記念会館

横浜市役所及び周辺公共建築

フォトコンテスト

 ［応募期間］
令和4年11月11日～
令和5年1月10日

 ［結果発表］
令和5年2月22日

 ［展示］
令和5年3月4日～31日

令和4年4月1日～

 ［発行］
令和5年7月 

令和4年11月15日、28日
令和5年2月14日

令和4年11月1日～30日

令和4年7月22日～31日

令和4年11月12日

令和4年11月5日～12日

 ［決定］ 
令和3年12月

 ［使用期間］ 
令和4年1月～令和5年3月

記念誌『横浜市公共建築の100年』

Instagram

ロゴマーク

年表・タペストリー展示

学校建替え工事 出前授業

設計コンペ

関
連
イ
ベ
ン
ト
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根岸森林公園新築トイレ設計コンペ

スケジュール

敷地・計画条件

敷地場所

令和4年4月1日

令和4年5月16日～5月27日

令和4年7月1日～７月15日

令和4年7月28日

令和4年8月4日

令和4年8月22日

令和4年9月1日

実施要項公表

参加意向申出受付

設計案受付

一次評価

一次評価結果公表

二次評価(公開ヒアリング)

最終結果公表

構造・階数

延べ面積

構成

予定工事費

横浜市中区根岸台

整備予定地

レストハウス
根岸競馬記念公苑
馬の博物館

芝生広場 スイレン池

桜山

旧一等馬見所

遊具広場

ドーナツ広場

梅林

木造又は一部木造・地上1階建て

50㎡以下

男子トイレ、女子トイレ、

バリアフリートイレ、掃除用具入れ

5,000万円以下で、実現可能な提案

　根岸森林公園新築トイレ設計コンペは、学生を

含めた40歳以下の若手設計者を対象として、次世

代の設計人材の発掘や育成につながることを期待

して実施しました。

　対象の根岸森林公園は、戦後米軍に接収され

た時期もありましたが、接収解除後に、なだらかな

地形を生かし、多くの樹木が植わった森林公園と

して開園しました。大きな芝生広場が魅力で、休日

などは、多くの人がくつろいでおり、特に桜の時期

などはとても賑わいます。この芝生広場に面した

位置に、誰もが利用しやすく、周辺環境と調和し

たトイレを建築することで、利用者の利便性を高

めるとともに、より魅力ある公園とすることを目指

しました。

次世代の設計人材の発掘や
育成を目的に実施

協力：一般社団法人 神奈川県建築士会、一般社団法人 神奈川県建築士事務所協会横浜支部、

公益社団法人 日本建築家協会関東甲信越支部神奈川地域会（JIA神奈川）、

一般社団法人 横浜市建築士事務所協会、横浜市建築設計協同組合
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267者から設計案が提出

設計案提出者（267者）年代と学生の割合

10代：1%40代：5%

30代：53%

20代：41%

学生（高校生、
大学生、
大学院生含む）
19%

学生以外：81%

応募者

評価委員 評価の着眼点

　参加意向申出書の提出が504者、設計案の提

出が267者と非常に多くの方から応募がありました。

応募者の年齢は、10代から40歳、所在地では、北

は北海道、南は沖縄、また海外（ドイツ、中国）か

らと、幅広く応募がありました。

　非公開で評価委員が設計案（匿名）を、第1選

考、第2選考、第3選考と、3段階で評価しました。

● 周辺環境と調和した
　 デザイン 

● 施設利用者の
　 利便性や快適性

● 施設管理者の
　 清掃・点検・維持保全等
　 の管理全般への配慮

● 脱炭素社会の実現を
　 踏まえた環境配慮 

● ライフサイクルコスト  

一次評価

小泉 雅生
 ［建築家／東京都立大学

教授］

曽我部 昌史
 ［建築家／神奈川大学

教授］

中川 エリカ
 ［建築家／中川エリカ

建築設計事務所代表］

藤田 辰一郎  ［横浜市 環境創造局 公園緑地部長］

肥田 雄三  ［横浜市 建築局 公共建築部長］

5人の委員が各15票を投票し、56作品が得票。

複数得票した作品に委員が推薦した作品を加

えた、19作品を選出。

対象とした19作品に、5人の委員が各5票投票し、

15作品が得票。複数得票した作品に委員が推

薦した作品を加えた、9作品を選出。

対象とした9作品について委員が議論し、二次

評価対象として5作品を選出。

外部委員

内部委員

第1選考

第2選考

第3選考

米谷 享 @yujiharada
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　二次評価は関内ホール大ホールで、公開ヒアリ

ングとして、応募者本人によるプレゼンテーション

と、評価委員との質疑応答を実施しました。

　応募者は、模型やパース、動画などを駆使し、設

計案のコンセプトや特徴、公共建築に対する考え

などをアピールしました。また、評価委員から、作

品の実現性やコスト、環境配慮や経年変化など

様々な角度から質問していただきました。

左：根岸森林公園新築トイレ

設計コンペ ホームページ／

右：根岸森林公園新築トイレ

設計コンペ公開ヒアリング動画

　終了後に、評価委員から、横浜市を代表して肥

田委員と、外部委員を代表して小泉委員から、設

計コンペ全体の講評をいただきました。肥田委員

は、「今回残った5者は周辺環境にしっかりと向き

あっていた。この後の選定では、プレゼンテーショ

ンで実現性に関する不安をどれだけ払拭できて

いたかが議論されると思う。」と話し、小泉委員は、

「縮退する社会が取り上げられる中で若手設計者

の間にも閉塞感が漂っている。若手を対象とした

コンペの実施はありがたい。各案が様々な新しい

試みをしていて、コンペという機会をうまくつかっ

ていた。参加者はこのコンペで経験したことを次

の仕事につなげてほしい。」と話されました。

二次評価（公開ヒアリング）

全体講評
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　根岸森林公園の特徴である丘の起伏をなぞるよ

うな薄いアーチ状の大屋根と、トイレと公園をつな

ぐ草花ゾーンが特徴で、大屋根がトイレブースや

ベンチを緩やかにつなぎ、日射を遮りつつ風通し

を確保しています。トイレへの動線は誰もがアクセ

スしやすいスロープで、使う人の気持ちを考えてお

り、これから長く愛されることが期待できる、優し

い印象の作品です。公園のランドスケープと連続

した風景として魅力ある提案であること、実現性

の高い提案であることが決め手となりました。

　令和4年11月12日「よこはま建築ひろば」シンポ

ジウムの冒頭で表彰式を行い、最優秀賞を受賞し

た張氏、甘粕氏に、鵜澤建築局長から表彰状と記

念品を授与しました。

　張氏は「今回の案は、大きな自然や人のアクティ

ビティなどと、建築が一体になったものを目指して

設計した。これから建築の実現に向けて、多くのス

タディ、多くの試作に取り組んでいきたい。」甘粕

氏は「今回の案は、身近な福祉の視点や自然環境

の視点を盛り込めた案だと思っている。これから

も建築に対して、様々な視点を持って、これからの

公共建築のあり方も合わせて考えていきたい。」

と受賞コメントをいただきました。

最優秀賞

丘の小道
張 昊、甘粕 敦彦

表彰式
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　トイレブースが広く、ブース内などに半屋外空

間があり、トイレ内に樹木が植えられた開放的な

空間が最大の特徴です。5作品の中で、唯一トイレ

ブース自体の提案をしており、今後の公園トイレと

して斬新な作品でした。

　ベンチと一体となったおおらかな半月状の木製

屋根が特徴的で、シンボリックでありつつも公園

の風景に溶け込んだ作品です。

　地面から屋根へと土壌がつながり、そこで繁茂

した植物が人々の休息のための日陰を作り出す

「地球とつながる建築」をテーマとした作品です。

　塔の形状でシンボル性を確保しつつ、塔の重力換

気と蛇篭（じゃかご）の壁でトイレの臭いの問題を

解決しようという案で、木材を多く使用した作品です。

優秀賞

樹々を包み込むトイレ

森林レストルーム

木と土のパーゴラ

大地とつながる木レンガの風突トイレ

山川 尚哉

桐 圭佑

中倉 康介、増田 伸也

小野寺 匠吾

入賞
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A Toilet for Everyone自分の好きなトイレを見つけられる場所

丘に寄り添う とまり木テラス

大きな公園の小さな縁側

煉瓦とコンクリートと木と鉄骨の積層　　

公園の個室

どんぐりの森と池

Responsive toilet　

NEGISHI PARK STAND　根岸パークスタンド

公園のストラクチャー

公園の回折

大久保 尚人　

山下 唯、中島 みづき

手嶋 恵佑、髙橋 雅人　

山田 健太朗　　　　

神山 義浩　

加藤 渓一、坂田 裕貴、marie

小山 浩太郎、清水 太幹、井上 岳、大重 雄暉

横尾 周、林 恭正、小島 慎平、稲田 玲奈

山田 陽平、平川 凌成

松村 耕、星安 康至、森 恵吾、張 婕

佳作
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た。横浜は大空襲があり、焼け

野原から今日に至るということを、

100年を振り返る上では忘れて

はいけないと思います。よくここ

までやってきたなあ、と思います。

　それから、当時本当にお金が

なく、住宅政策とかいろいろな

ことをやれという声もあった中

で「音楽堂を建てる、やっぱり文

化だ。」と言った当時の知事さ

んは偉かったと思います。　　

　中学1年から高校3年ぐらいま

で、母がピアノをやっていたので、

県立音楽堂にはよく通いました。

なので、横浜は非常に近しいも

のと感じています。不思議な魅

　私と横浜の関係についてお

話しします。私の生まれは横浜

で、祖父が建てた屋敷がありま

した。戦争が終わってしばらくし

て祖父が亡くなり、屋敷を整理

して5歳のときから鎌倉に住むこ

とになります。ただ、5歳ぐらい

までの記憶はいろいろ残ってお

り、桜木町のあたりに連れて行

かれると、アメリカの軍人さんが

たくさんいて、地下道では傷痍

軍人の方がアコーディオンを弾

いて日銭を稼いでいるというよ

うな風景がまだたくさんありまし

　令和4年8月22日、関内ホール大ホールにて、多くの公共建築や文化施設などを手掛ける建築家の

内藤 廣氏を招き「建築とまちづくり」をテーマに講演会を開催しました。当日は約450名の方にご参加

いただきました。以下、当日の講演会での内容を一部抜粋して紹介します。

建築とまちづくり
建築家  内藤廣  講演会

力があるというか、湿りけがある

というか、やっぱり港町なのかな

と思います。

　もう一つ、横浜で忘れられな

いことがあります。学生運動が

一番すごい時に大学に入りまし

たが、授業も何もなかったので、

アルバイトをしていました。横浜

の石川町の前の運河にダルマ船

が何艘も止まっていて、その中

に設計事務所があり、アルバイ

ト、といっても無給ですが、ダル

マ船に泊まり込んで図面を描い

たりしていたこともあります。長

崎の軍艦島のブロックプランを

描いた記憶があります。

内藤廣［建築家／東京⼤学名誉教授］ 

昔の横浜
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　「横浜らしさ」についてですが、

神戸も長崎もそうですが、港町

特有の、独特のバタ臭さという

か不思議な臭いが漂っていると

思います。私は、横浜は海外に

開かれた場所であることをもっ

と標榜してもいいと思います。例

えば、外国人墓地があり、いろ

いろな海外との繋がりもありま

すので、横浜は「開かれた文化」、

外国の方もどんどん受け入れて

「グローバルに開かれた場所」

というイメージが「横浜らしさ」

であっていいと思います。「東京

の喧騒からちょっと離れた開か

れたまち」という感じが横浜の

空気をつくっていくと思います。

　これまでの公共建築について

お話しします。司馬遼太郎さんが、

「建築っていうのは人を励ます

ためにあるのではないですか。」

と言った。「人間、辛い時があっ

たり、色んな時があるけれど、そ

ういう時、まちを歩いたり、巷を

歩く人たちを励ますためにある

んじゃないですか。そういうふう

になっていますか。」と問いかけ

ていました。私は、これまでの公

共建築、これからの公共建築を

考える上でそうあるべきだろうな

と思いました。

　三陸復興に深く関わりました。

その中で出来上がってくる建物

やまちが、本当に人を励ますもの

になっているだろうか、といつも

自分自身にも問いかけてやって

きました。三陸の話は単なる震

災や津波からの復興というだけ

ではなくて、日本あるいは建築家

はこれまで、まちとどう向き合っ

てきたかが問われている話だと

思います。建築にやれなかったこ

と、やれたこと、都市計画にでき

なかったこと、できたことを反芻

する良い場所だと思っています。

　今日は「建築とまちづくり」と

いうテーマなので、皆さんにぜひ

お話ししておきたいことがあり

ます。横浜とは、みなとみらい線

で関わることになりました。みな

とみらい線の委員会の最初の時

に、当時の横浜高速鉄道の社長

で元国鉄総裁の高木文雄さんが

「これからの駅は地域とともに

あるべきだと思います。地域の

空気を反映するような駅をぜひ

とも作っていただきたい。」と挨

拶をされ、深 と々頭を下げられま

した。そのときのことが忘れられ

なくて、その思いに応えようと地

下鉄の駅を設計しました。

横浜らしさ

これまでの公共建築

建築とまちづくり

みなとみらい線馬車道駅�内藤廣建築設計事務所提供�
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ベンチを透明の強化アクリルで

作りました。ものすごい数の実験

をやりました。みなとみらい線で

やって以来、他の駅でこれに類

するアクリルのベンチが出ました

が、みなとみらい線が初めての試

みです。

【壁面のデザイン】地下鉄の構

内は非常に壁面が多いので、横

浜で壊された建物のパーツを飾

ることを構想していました。横

浜銀行が曳家をするタイミング

で、地下にある金庫扉などをも

らい壁にかけました。特に横浜

銀行の正面にあった大壁画「横

浜開港史」も行き場所がなかっ

たので、この地下鉄の駅で引き

取り展示をしていますが、ブロン

ズではなく石膏でできていたた

め、列車振動などで壊さないよ

う、保存会の方と一緒に気をつ

かってすすめました。

　「駅は究極の公共建築物」

だと思っています。要するに、ま

ちの生き死にを担っていると思

います。渋谷駅の乗降客数は、1

日に300万人近くあるわけです。

例えば県立の美術館とかは、年

間20万人来たら嬉しいよね、と

なりますが、駅というのは全然

オーダーが違います。それを考え

ると、馬車道駅も良いものをつ

くりたいと思い、取り組みました。

地下鉄の空間として、こんなに

余剰の大きな空間は、おそらく

東京メトロでは不可能でしょう。

ひょっとしたら日本で一番大き

な余剰空間を持った地下空間が、

みなとみらい線の馬車道駅だと

思っています。そしてそれは、い

ろいろな方の努力で出来上がっ

ています。

【天井のデザイン】真ん中の

ドーム状の空間にホールを作り、

鉄道施設では初めて音響実験を

やりました。段々になった天井を

よく見ると、そこにアルミの調整

板（吸音材）をはめ込んでいます。

また、天井に貼ってあるGRC（ガ

ラス繊維補強セメント）が全部

雨樋になっており、通路に水を

落とさないように設計しました。

【柱のデザイン】見通しをよくす

るため、通常の鉄道駅にある柱

巻を全部剥がし、柱巻の中に納

めるべき区画のシャッターレー

ルや電設の材料を全てデザイン

しました。柱巻をなくして余裕が

出た予算で外側の壁に無垢のレ

ンガを使いました。

【ベンチのデザイン】駅構内の

みなとみらい線の
設計について

駅は究極の公共建築物

みなとみらい線馬車道駅中央にあるドーム状のホール。天井には音響や雨漏りに配慮した材料を使用している。�内藤廣建築設計事務所提供�
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　私が宮崎県の日向市に関わっ

て27年、いまだに付き合いがあ

ります。「建築とまちづくり」と

いう意味で喋るのはいいかなと

思い、日向市の話を少しさせて

いただきます。日向市では鉄道

高架の事業からまちづくりにも

関わりました。まちづくりについ

て、10年20年未来のことを語る

なら主役は子どもだね、というこ

とで、小学校でワークショップ

をやりました。小学校の子ども

たちが議論して、模型を作った

りしました。本当に勉強になりま

す。第2弾をやろうということに

なり、日向市は杉の集積地で賑

わったので、杉を使って大工さん

も巻き込んで、子どもたちの提

案を実際に作っちゃおうと、み

んなで議論して模型を作りまし

た。最後は、大工さんのサポー

トもありましたが、子どもたちが

案の中から実際に屋台を作りま

した。今でも祭りのときにいろ

いろ使っています。何より嬉し

いのは、市役所の人から電話が

あって、就職の募集期間に、こ

のときの子どもが「市役所の職

員になりたい、まちづくりやりた

い。」と市役所に来ました、と

言っていました。まちづくりをや

るのだったら、小学校の高学年

から中学生ぐらいを大事にする

のが早道なのかなと最近では

思っています。その後は、中学校

でもワークショップをやり、中学

生からも全く我々の思っていな

い答えが返ってきたりしました。

まちづくりには、いろいろな人

が集まってきます。地元の建築

士会の青年部の方にも出てもら

い、駅の駐車場の管理棟を、彼

らが考えて作ることになりました。

ここに「陽だまり・風たまり・緑

たまり・水たまり・人だまり」と

書いてあるのですが、彼らが日

向のまちに必要なものはこうい

うことだ、と考えたコンセプトで

す。私は、これは素晴らしいと

思っています。建物がそれぞれ

大げさでなくてもいいから、ちっ

ちゃい「たまり」を持つというこ

とを、日向のまちづくりの構造に

してもいいじゃないか、という話

です。横浜でも使えると思いま

す。いろいろなところでまちづく

りの話をするときに、彼らのこの

日向市の事例
「溜まりコンセプト」

左：強化アクリルを使用したベンチ。鉄道駅で

は初の試み／右：見通しの良い駅構内。レン

ガ壁には大壁画「横浜開港史」が展示されて

いる。�内藤廣建築設計事務所提供�

宮崎県日向市の建築士会青年部の若者が考えた「溜まりコンセプト」と駅駐車場の管理棟�内藤廣建築設計事務所提供�
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　これからは、建築っていうの

が一体何なのか、ということが

問われます。一昔に比べると建

築を作り上げる上で、経済的な

圧力はかなり高まっている気が

します。建てにくい時代に移り

つつあります。つまり「ちゃんと

考えて、ちゃんとつくる」という

ことをしっかりと考えるべき時

期に来ているのではないかなと

思います。

　横浜といえば、キングとクイー

ンとジャックがある。県立音楽

堂もある。我々は、立派なホー

ルや公共建築物を作ってきたけ

れど、これまでの100年の中で、

本当に後世に残せるもの、誇れ

るようなものを作ってこられた

のか、一度考えた方がいいと思

います。結局、愛されない建物

は残らないと思います。100年に

わたって愛される建物をつくれ

るかどうかということは、建築

家の大テーマです。ちょっと面

白くて拍手喝采でメディアに出

て、大騒ぎになって、すぐみんな

忘れるみたいな建物はあるかも

しれないけれど、100年にわたっ

て人に愛され続けるような価値

コンセプトをできるだけ言うよ

うにしています。私は何か全国

のまちが、あるいは建築家がこ

ういうことを目指したならば、ま

ちはずいぶん良くなるはずだと

思っています。横浜の馬車道で

も元町でもそうなっています。ま

ちに対して建築がちょっと引く

と、そこに人だまりや、ちょっと

した「たまり」が出来るというの

は、似ているところがあるなと

思います。

　驚くべきことに、どこも人口

減少と高齢化で乗降客数が減っ

ていく中で、日向市駅だけは乗

降客数が伸びています。やっぱ

り、まちづくりって一生懸命やる

ものなんだろうな、と思いました。

横浜もいろいろなまちがありま

すけれども、まちづくりを一生

懸命やったまちっていうのは人

も寄ってくるのだと思います。

　山口県の周南市の駅につい

てもお話しします。建て替える

ことになって提案をしました。こ

れは駅というよりも駅ビルです

ね。建て替える前のビルはなか

なか良かったと思っています。そ

れは戦後、いわゆる自治体側が

国鉄に要望して建てた民衆駅で、

ビル自体は使い勝手が悪くてボ

ロボロだったけど、市民がいろ

んな形で使っていて、その風景

はとてもよかったです。ここで

も、ワークショップをやって、高

校生の学生たちを集めていろい

ろ聞きました。駅に何があった

らいいって聞いたら、シャワー

室が欲しいと言うんです。彼ら

は学校の授業が終わって部活

やって、そこから塾に行くんで

すね。つまり、部活やって汗だ

くになって塾に行く、その駅に

シャワー室があったらシャワー

浴びて塾に行けるという訳で

す。彼らのライフスタイルが見え

て、それがとても面白かったで

す。建築の計画をやっていると

気がつかないような話がたくさ

んあります。ひょっとしたらこれ

からの公共建築は、いわゆる計

画学的に見えているものではな

く、そういうものを拾っていかな

きゃいけないと思います。直接

聞かないと分からない。そこの

「場所のニーズ」みたいなもの

とちゃんとシンクロした場合に、

公共建築はものすごく活きると

いうことです。

これからの公共建築

山口県周南市の駅舎。まちの広場側は全面

ガラス張りとなっており、まちに対して開か

れた空間となっている。〈内藤廣建築設計

事務所提供〉

周南市の事例
「場所のニーズ」
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内藤　廣
 ［建築家／東京大学名誉教授］

1950年横浜市⽣まれ。1976年早稲⽥⼤学

⼤学院修了。フェルナンド・イゲーラス建築

設計事務所、菊⽵清訓建築設計事務所を

経て1981年内藤廣建築設計事務所設⽴。

2001～11年東京⼤学⼤学院にて教授、副

学⻑を歴任。2011年～同⼤学名誉教授。ま

た、2022年４⽉からは公益財団法⼈⽇本デ

ザイン振興会会⻑を務める。主な建築作品

に、海の博物館、みなとみらい線⾺⾞道駅、

島根県芸術⽂化センター、⾼⽥松原津波復

興祈念公園国営追悼・祈念施設、東京メト

ロ銀座線渋⾕駅など。

みたいなものを公共建築は本当

につくれるのか。今まで横浜は

つくれてきたのか、と検証した方

がいい。

　昔「つまらなくて価値のある

もの」っていう文章を書いたこ

とがあります。面白くて価値の

ないものがたくさんある。例え

ば、お笑い芸の一発芸みたいな

ものは一瞬面白いけれども何も

残らないみたいな。建築も同じ

で、面白くて価値のないものに

あふれているように見えたんで

すね。じゃあその逆ってなんだ

ろう。「つまらなくて価値のある

もの」っていうのはないか、とい

うことを考えた時期があります。

例えば使い込んだ道具があっ

て、その人が本当に使い込んだ

道具っていうのは私にとっては

何の価値もないかもしれないけ

れど、その人にとっては、その道

具の手触りだとか、そういうも

のは価値がありますよね。私は、

建築も、そのようになる素質を

持った建築がつくれないかなと

思うんです。

　私はこれからの教育や公共

建築がどうあるべきかと問われ

たならば、「社会的共通資本」

の話をもっと前面に出してもい

いと思います。つまりインフラの

ことです。みんなから愛されるよ

うな建築ならば、鉄道や道路や

港湾などと同じように、社会的

なインフラの一つだと言っても

良いと思います。文化を担うよう

な建築も「社会的共通資本」の

一部だと言ってもいい。横浜市

が公共建築を建てる際に、100

年後、200年後に残す、公共建

築は社会的なインフラだという

共通認識を持った方がいいと思

います。 建
築
家 
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内藤―この後のコンペ※の評

価委員の小泉さんと曽我部さん

と中川さんがいらっしゃるので、

少しお話しを伺いたいと思いま

す。まずは小泉さん、いかがで

しょうか。

小泉―僕は「社会的共通資

本」という言葉が非常に重く響

きました。公共建築は、今だとど

うしてもコスト、説明責任、法令

遵守といったところが前面に出

てくるケースが多いです。多くの

人々がいろいろな恩恵をこうむ

る共通資本だと考えたときにも

う一度、その建築のあり方が、た

だ安きゃいいのか、そうじゃない

だろう、というような姿勢が必

要ではないか、と改めて思いまし

た。それがないと僕らの生活は

成り立たない、そういう姿勢で

我々も作っていくことが大事だ

と思いました。

内藤―曽我部さんはいかが

ですか。

曽我部―僕も「社会的共通資

本」の話は重い話題として関心

を持ちましたし、建築に愛着を

どのように持っているか、そうい

う余地を残すか。という考え方

にはっとさせられました。公共建

築というと、行政の方で必要な

建築、施設はこういうものであ

ろうと予想した上で、それを達成

するよう頑張ってきたと思うの

ですけれども、地域の人たちが、

あるいは地域の子どもたちが

欲しいと思うものをどういうも

のかをきちんと把握した上でそ

れを実現してあげるのが公共建

築、と変わってくるとすると、行

政側の公共建築を実現するスタ

ンスそのものにも大きな変革が

期待されるということなのかな、

と思ってお聞きしました。併せて、

建築家としての我々の活動のタ

イプも、それに合わせていろい

ろ変わっていかざるを得ないの

かな、と思いました。

内藤―曽我部さんは三陸に

関わっていましたが、三陸での

公共建築のあり方みたいなとこ

ろはどうですか。

曽我部―難しいですね。私が

関わったところでは、なるべく地

域の方々の声を取り入れた建築

にしようと努力はしましたけれど

も、そうならない機会の方が多

かったようにも思います。あれだ

けのことがあっても、やはり行政

が主導で何かを実現していくと

いうこと自体は、あまり揺るがな

かったんじゃないかなという気

がしています。

クロストーク
建築家  内藤廣  講演会「建築とまちづくり」

内藤廣［建築家／東京⼤学名誉教授］、小泉雅生［建築家／東京都立大学教授］、

曽我部昌史［建築家／神奈川大学教授］、中川エリカ［建築家／中川エリカ建築設計事務所代表］
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てくるかもしれない。でも、やっ

ぱり最後は物なので。どれほど

バーチャルの世界が広がって

も、やっぱり最後は、人が頼り

になるのは我が身の置き所です

ね。そこが大事になると思いま

すので、そういうハードウェアと

しての建築が最後の砦になるは

ずだから、横浜は東京では成り

立たない、横浜の「アイデンティ

ティ」みたいなものをぜひとも

確立していただきたいなと思い

ます。それが必ず、人の支えにな

ると思っています。

のあった 3.11の震災はちょうど、

社会に出てすぐの頃でした。日

常を見直して、小さいことを長

い年月をかけて壮大に繋ぎ、積

み重ねていくことに興味を持っ

ている人も多い世代です。私た

ちの世代だからこそ発すること

のできるメッセージはどんなも

のだろう？と思いを巡らせながら、

今日のお話を伺いました。

内藤―若い世代の方の意見

は良いですね。中川さんのお

話に応えると、この国は長く厳

しい局面が続くのではないか

と思っています。それは環境的

な意味や、災害という話も含め

て、あまり楽観的には見れませ

ん。そのときに、何か建築が人々

の心を支える、ちょっとお役に

立てるみたいな話は、必ずある

と思っています。私はそこに希望

を託せるような対象として、建

築はありうると思うのです。これ

からいろんなことがあるでしょう。

今まで100年やってきて、でもこ

れからの100年は、いろいろな

ことがあるだろうけれど、人々の

心の支えになるような公共建築

がまち中に幾つもあれば、それ

は必ず人々の心の支えになると

思います。横浜市の方には、ぜ

ひそういう建物を作っていって

いただきたい。

　それから、まったく新しいま

ちづくりのロジックも出てくる

可能性もあり、ひょっとしたら

メタバースみたいなので、バー

チャル横浜みたいなのを見なが

ら、どういうふうに建物を作った

らいいのかみたいな話だって出

内藤―例えば、たくさんの

ワークショップをやったりして

いましたが、それまでそういう

ことをあんまり習慣として持っ

ていなかった人たちがいきな

りやったって無理だよね、とい

うのもありました。行政の塩梅

だってあるし。むしろ、日常か

らああいうことを年中やっとく

べきだったと思いました。そこ

で民主主義的な回路を入れて

いくことが非常時にも役立つ

んだ、というある種の予行演習

みたいに捉えて、日常からワー

クショップ的な活動をやれた

らいいのかな、と思いました。

中川さんはいかがでしょうか。

中川―ワークショップという

のは、よりよく生きるための知

恵を集める行いだと思ってい

ます。内藤さんがおっしゃるよ

うに、非常時の予行演習もか

ねて、その場に生きる方々の声

を日頃から集めておくというの

はとても素晴らしいですね。

「建築とまちづくり」という

テーマは、世代によって向き

合い方に差が出るテーマでは

ないでしょうか。内藤さんの世

代と、私たちの世代では、おそ

らく実践の仕方が違う。お話

※令和4年8月22日同日、講演会の後に根

岸森林公園新築トイレ設計コンペの公開2

次評価が行われた。詳しくは第４章「根岸

森林公園新築トイレ設計コンペ」を参照

小泉 雅生
 ［建築家、東京都立大学教授］

曽我部 昌史
 ［建築家、神奈川大学教授］

中川 エリカ
 ［建築家、中川エリカ建築設計事務所代表］

建築家 内藤 廣 講演会

「建築とまちづくり」動画
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活用されているというのが、自分

の中では大きな横浜のイメージ

です。

　横浜博覧会（YES'89）のとき

には、横浜美術館が「みなとみ

らい」にほとんど何も無いとき

にポツンと公共建築として建っ

ていて、それが妙に未来的だな

と思った記憶があります。公共

建築ではないですが、ランドマー

クタワーも当時日本で一番高い

建築で、すごく未来的なイメージ

でした。また、自分が批評の文

章を新聞で書くようになった最

初は、大さん橋ターミナルだった

ので、先端的な建築が登場する

街だと思いました。だからちょっ

と過去と未来の両方の面があり

ますね。

山家―イントロダクションとし

て、「横浜らしさ」についてパネ

リストの皆さんにお伺いします。

「横浜らしさ」はいろいろある

と思いますが、空間的特徴や建

築の特徴など、それぞれがイメー

ジするところをお話しいただけ

ればと思います。まずは、五十嵐

さんからお願いできますか。

五十嵐―あくまでも僕の世代

で個人的な体験からですが、自

分が建築史の研究室出身だった

ので、大正とか昭和に西洋の様

式のデザインが入ったタイプがよ

く残っている街として認識しまし

た。残った建物も転用されて再

　もう一つは、個人的にも付き

合いがあったBankART。代表の

池田修さんが今年亡くなられま

したが、建築とアートを繋げて盛

り上げていくことをずっとやられ

ていたので、僕の中ではとても

印象が強いです。

　ちょっとトリッキーな言い方で

すけど、コロナ前に上海に行っ

て、新しい建築がすごい元気で、

未来的な建築が増え、なおかつ

現代アートがすごい盛んです。

なので上海を見て「横浜らしい

な」って、ちょっと思いました。

山家―最後の上海に「横浜ら

しさ」を感じるというのは非常

に面白いご意見だなと思いまし

た。続いて乾さんお願いします。

横浜らしさ

　令和4年11月12日、「よこはま建築ひろば シンポジウム」を、横浜市役所3階議会棟多目的室で開催しました。

建築のプロフェッショナルにご登壇いただき、各登壇者から活動についてプレゼンテーションしていただ

いた後、「これまでも、これからも、横浜らしく」をテーマに、ディスカッションいただきました。当日は約

110人の方にご参加いただきました。以下、当日の内容を一部抜粋して紹介します。 　

これまでも、これからも、横浜らしく
よこはま建築ひろば  シンポジウム

ファシリテーター：山家 京子［神奈川大学教授］、パネリスト：小泉雅生［建築家／東京都立大学大学院教授／小泉アトリエ主宰］、

乾 久美子［建築家／横浜国立大学教授／乾久美子建築設計事務所主宰］、

五十嵐 太郎［建築史・建築批評家／東北大学大学院教授］、肥田 雄三［横浜市建築局公共建築部長］

協力：一般社団法人 横浜建設業協会、横浜市建築設計協同組合
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るところです。

山家―「横浜らしさ」を今後

どう考えていくかというのが、こ

のセッションの課題だと思いま

す。まず「先進的である」ことが

キーワードになりそうです。ま

た、都市デザインが地域空間資

源、はっきり言うと「観光資源」

として人が呼べるというのは、

なかなか他の都市にはないよう

な気がします。都市空間の魅力

だけで十分に人を惹きつけると

いうのは、今後大事にしたいと

ころだと考えています。

山家―続きまして、「公共建

築のあり方」についてです。公

共建築は、今回のメインテーマ

でもあります。100年のパースペ

クティブでみますと、大きく社会

が変わってきています。100年

前と比べますと、あるいは2000

年代ぐらいに遡るだけでも、求

められる公共建築のあり方は変

わってきている気がします。その

辺りの「社会課題と求められる

乾―横浜国立大学に行くよう

になって７年目ですが、それまで

観光で時々来るぐらいで、そこま

でイメージはありませんでした。

ただ建築や都市を勉強する中

で、都市デザイン室がある市で街

作りをしっかりやっておられるこ

とや、「みなとみらい」や創造都

市という政策など、非常に先進的

な試みを積極的にやっていると

いうイメージを持っていました。

　その後、横国に通うようにな

り、建築学科の学生がいろいろ

な敷地でいろいろな課題を見つ

けて、プロジェクトを考えるので

すが、彼らが見つけてくる場所は

都市部ではなく、どちらかといえ

ば郊外が多いのです。

　そうしたプロジェクトを指導

する中で、臨海部以外が非常

に広大で、課題と魅力が結構

あるということがよく分かって

きて「臨海部ではない横浜らし

さ」も考えるといいんだろうなと

思っています。

山家―学生を通して見る、発

見する横浜、というのは私も常

日頃感じております。小泉さんい

かがでしょうか。

小泉― 僕もちょっとトリッ

キーな言い方をすると「横浜ら

しさ」って、やっぱり東京との関

係を抜きには語れない気がしま

す。だから「横浜らしさ」って「東

京とは違うぞ」という、そこに尽

きるんじゃないかという気がして

います。東京の近郊にあって、で

も、東京とは違う歴史的・文化的

な背景を持っていて、ポテンシャ

ルもある。だとすると東京とは

違う街の作り方、街のあり方を

目指すべきじゃないかと。それが

「横浜らしさ」という気もしてい

ます。やはり東京が経済、あるい

は政治の中心であって、そこであ

る種のスタンダードが決められ

ていくという流れがあるにせよ、

横浜は、そことはちょっと距離

を置いて、ちょっと違うんだぞっ

ていうのを言い続けていくこと

が大事なんじゃないか。そここそ

が何か「横浜らしさ」に繋がるん

じゃないか、と思ったりしていま

す。横浜って、そういう意味で、

都会というより「大きな田舎」な

のではないかという気がしてい

ます。大きくなりつつも田舎であ

り続けるというか、それをどうし

たらいいのかを模索していくと

いうのが一つの横浜のキーなの

かとも思っています。

肥田―「横浜らしさ」について

私からも。

　私は東京生まれで、就職で横

浜に来て30年位です。最初来

たときに思ったのは、進取の気

性、何か新しいことに積極的に

取り組むところが横浜の気質な

のかなと思っていたんです。です

が、最近それが残っているのか

と言われると、どうだろう、とい

う感じもちょっとしています。新

しいことにチャレンジする気質

がだんだん失われてきているな

というのは、反省として思ってい

「先進的である」ことが、
「横浜らしさ」のキーワードになりそうです。

公共建築のあり方
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て、それこそ乾さんが学生とのい

ろいろな話の中で発見していく

ように「何か、これも横浜らしさ

ではないか」みたいな、そういう

「発見的なもの」が建築のプロ

ジェクトを通じて出てくるとすれ

ば、凄くいいなと思いました。

乾―求められる公共建築です

が、例えば地方都市に行くと、

商店街も完全にシャッター街化

していたり、中心市街地にほと

んど人がいなかったりなど、誰

が見ても明らかな問題がある状

況かと思います。そうした中で公

共建築が起死回生のチャンスと

して、非常に強く求められてい

て、それを失敗しちゃいけない、

という使命感とともに建てられ

るようなことがあると思います。

失敗しないためには、「やっぱ

り住民に話を聞かなければい

かん」という思考回路があって、

五十嵐さんがおっしゃられたみ

たいに、市民の意見を丁寧に吸

い上げて、ちゃんと反映していく

ようなプロセスを重視するプロ

ジェクトが実際に増えていると

思います。

小泉―プロセスを重視してい

くと、だんだん説明できないも

のは実現できない、説明しにく

いものは避けるみたいな方向

に行くんですよね。でも一方で、

やっぱり説明し難い魅力みたい

なものってあると思うのです。そ

公共建築」について、五十嵐さ

んは多くの著述があります。歴

史的に担ってきた役割も含め、

少しお話しいただけないでしょ

うか。

五十嵐―横浜に限らないです

が、公共建築の2000年代以降

の流れで、ものすごく変わったと

思うのは、ワークショップとか、

住民の意見を設計のプロセスに

入れるタイプの作品が増えまし

た。建築家が、一方的に形と空

間を与えていたものが、2000年

代の途中ぐらいから公共建築の

作り方が劇的に変わって、その

上で高い評価を得ている建築が

増えています。

　少し「らしさ」を補足すると、

JIA東北支部の東北住宅大賞の

審査員を10年間ぐらい、古谷誠

章さん（早稲田大学）とやって

いて、評価項目に「東北らしさ」

というのがあります。これは企

画しているJIAが入れているので

すが、いつも困るのです。東北ら

しさってなんだろう、と考えるこ

とには意味があるけど、これが

東北らしさと決めてしまうのは

ちょっと違うと思います。「問い

を続けることには意味がある」

とは思うのですが。どうしても

「なんとからしさ」となると、そ

れは枠に入るけど、これは入ら

ないって排他的になる。建築で

も言えることで、みんな考えるベ

タな「横浜らしさ」だけではなく

れを建築の中でどう拾っていく

のか考えていかないと、だんだ

ん説明はしやすいけど、でもな

んとなく魅力ないよねって。それ

で、長い歴史に耐えるような公

共建築、あるいは長く愛される

ような、住民のシビックプライド

を醸成するような建築が、ある

いは街並みができるだろうか、

ということが結構悩ましいと

思っています。

五十嵐―説明が今強く求めら

れるけれど、説明できない価値

もある。例えば仮に、たった今

パーフェクトに説明できても、そ

れは10年後20年後同じかとい

うと、どんどん状況が変わって

います。ベストフィットというよ

りは、ある種の「冗長性」という

か、少し状況が変わっても対応

できるような何か余剰なものを

抱えている方が、長期的には可

能性があると思うんです。今作っ

ているものが100年後に残るか

どうか、その可能性を考えたい

なという感じはありますね。

ある種の「冗長性」というか、少し状況が変わっても
対応できるような何か余剰なものを抱えている方が、
長期的には可能性があると思うんです。
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でも、公共建築事業あるいは設

計のプロセスについても触れら

れていました。そのあたりについ

て、乾さん小泉さんいかがでしょ

うか。

小泉―僕が先ほど寿町のプロ

ジェクトを紹介しましたが、僕ら

が常識と思っていることと違う

ことを対話で言われることがあ

ります。建築計画とか建築学の

中でセオリーみたいなものがあ

るのですが、実際はそれとは違

うことが多々あって、使う人間が

介在して初めて明らかになる事

実みたいなものがいっぱいある

わけです。それは対話を通じて

しか分からないことなので、そう

いう意味では「対話をしていく

流れは間違いない」という気は

しています。

乾―私も思わぬ発見を期待し

てワークショップをやっていま

す。自分で解答を作ってワーク

ショップに臨むと、だいたい大

失敗して、面白い意見が聞けな

いというふうになります。このプ

ロジェクトがどうなってもいいか

ら、皆さんが何を考えているか聞

きに行こうという感じで行った

ワークショップは、創造的になっ

ていくというか、面白い意見がど

んどん出てくるというのはあるか

と思います。先ほど五十嵐さんの

市民ワークショップを通して作る

建築が歴史に残るのか問題です

山家―「冗長性」は都市のレ

ジリエンスを考えるときにも、非

常に大事なキーワードです。社

会課題の変容と求められる公共

建築を考えるときの一つのキー

ワードかな、と実は私も考えて

いました。公共建築が建てられ

るようになった頃は、小学校と

いえば小学校、病院といえば病

院といったように、ビルディング

タイプが明確にあったんだと思

います。それが複合化されたり、

人々が居場所を求めるように

なって、その公共建築が持って

いるビルディングタイプの機能

を満たすだけではフィットしなく

なってきている。つまり、空間の

質や冗長性が求められるように

なっているんだと思います。

肥田―今の点について、居場

所だったり、ちょっとした余裕、

それが長持ちするとか、長く愛

されるということ、今の時代はそ

ういう居場所が求められている

こと、これらを市役所内部でど

う説明していくのか、我々が課

題として持っています。税金を

納めている人全員に対して、こう

いった余裕が必要ですというこ

とを説明できないといけないと

思うのですが、なかなかできて

ないのが実情かもしれません。

乾―我々建築設計をやってい

る人間は、複合化に可能性を見

出しているように思います。思

わぬ組み合わせがなぜか居場

所になってしまう偶然性みたい

なものを、複合化によって副次

的に得ることができるのではな

いかと期待しているのです。だ

から居場所を作ることが必ずし

も面積を必要としないのかと思

います。

小泉―先ほどの肥田さんの話

を受けると、最終的な意味合い

での発注者である「市民のリテ

ラシー」を高めていくことではな

いかという気はします。

　今、市民と対話をするプロセ

スが徐々に定着しつつある中

で、市民の方がただコストだけ

じゃなくて、俺たちの居場所を

もうちょっとちゃんと作ってくれ

よ、って言えばいいわけですよ

ね。市民の建築に対するリテラ

シーを高めていくことも、遠回り

のようで大事な気がします。

山家―今の小泉さんのお話

や五十嵐さんの住民参加のお話

市民の方がただコストだけじゃなくて、
俺たちの居場所をもうちょっとちゃんと作ってくれよ、

って言えばいいわけですよね。

設計のプロセス
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けれど、もし残るとするならば、

意見によって生まれた「奇妙な

集合知」みたいなものが形にな

れば、それは現代のある姿とし

て、歴史に残るんじゃないかな

という期待感はあります。

肥田―私もワークショップを

以前やったことがありますが、あ

まりうまくいかなかった思いが強

いです。市役所側から見ると、最

大公約数にしかなっていかない、

いろんな人からいろんな意見を

聞いて皆さんの意見を全部反映

させると、それはできない、みた

いなことになっていて、あまりい

いものが生まれないイメージが

まだ残っています。

山家―その辺が、先ほどの乾

さんの「奇妙な集合知」という

ところに含まれているのかなと

思いました。肥田さんがおっしゃ

る、最大公約数的な、あるいは

ワークショップのうまくいかない

感じというのは街づくりの現場

で日々体験していますので、よく

理解できます。

山家―「横浜らしさ」と「公共

建築のあり方」についてお話をい

ただきましたが、最後に「これか

らの横浜らしい公共建築のあり

方」について、一言ずつお願いし

ます。

五十嵐―ワークショップを通

じた建築、すでに建築学会賞で

高く評価され、いくつか受賞して

いるので、歴史に残るような物と

いうのは出てきていると思いま

す。建築の世界だと大さん橋ター

ミナルは、90年代になってコン

ピューターが設計に導入される

ようになって、一つの成果として

ああいう形が出来るということ

で高く評価されていますが、多分

そんなこと関係なしに、上のデッ

キの部分で、自由に楽しんでいる

人を見ていると、それとは別の価

値というか、気持ちのいい場所と

して成立している。そういう建物

をもっと横浜で増やしていただ

きたいなと思います。

乾―「横浜らしさ」と「これから

の横浜らしい公共建築のあり方」

ということで、建築がどこまで関

われるか分からないですけれど

も、横浜というのは、複雑な地形

の丘陵地が急速に都市化した場

所が多い。高低差が激しく、交通

的にも弱い所が高齢化を迎えて

厳しいところも多いと思っていま

す。それをどうやって未来の街へ

変えていけるのか、ということに

対して、横浜市のような大きな自

治体が取り組むことで、突破口を

開いてほしいと思います。「横浜

らしい」というのが、郊外にも明

確なイメージとともに感じられる

ようなものになると素晴らしいの

ではないかと想像しています。

山家―私の研究室では、郊外

住宅地のまちづくりをお手伝い

する機会があるんですが、横浜

の郊外にも課題を抱えていると

ころがあります。個人や地域で

やれることももちろんあります

が、空間整備など公共に期待さ

れることも多くあるように感じ

ています。

小泉―僕は横浜へのエールと

いうか、常識にとらわれず、チャ

レンジし続ける街であって欲し

いなと思います。そのためには、

行政が頑張る部分もある一方

で、住民の意識が変わっていく、

変えていくことも大事かな、とい

う気がしています。そういう意味

では、横浜は行政体の規模が大

きい分、住民と行政との距離が

少し出来始めてしまっているの

ではないか。だから、住民と行政

が一緒にやっていけば、常識と

いうものを超えていく一つの手

がかりになるのではないかとい

う気がしています。

意見によって生まれた「奇妙な集合知」みたいなものが
形になれば、それは現代のある姿として、
歴史に残るんじゃないかなという期待感はあります。

これからの
「横浜らしい」公共建築
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山家 京子
 ［神奈川大学建築学部教授］

東京大学大学院博士課程修了、博士（工

学）。専門は都市計画、まちづくり。主な

著書に『横浜建築』（共著、御茶の水書房、

2021）、『アジアのまち再生』（共著、鹿島出

版会、2017）、『建築・都市計画のための調

査・分析方法［改訂版］』（共著、井上書院、

2012）など。

肥田―「良い公共建築を作っ

ていきたい」、「今回を機に色々

考えていきたい」という思いで

参加しましたが、小泉さんがおっ

しゃるように「常識にとらわれず

に」というところは、確かにその

とおりだと思いますし「公共だ

けじゃなくて市民と一緒に」とい

うところが、とても参考になりま

した。そこをしっかりやってかな

きゃいけないと思っております。

山家―ここで簡単にまとめさ

せていただきます。最初に、「横

浜らしさ」について、「先見的、

先取である」とか、「東京とは

違う横浜の立ち位置」といった

お話がありました。そうした中で

「らしさというのは発見するも

のである」という重要なご指摘

もありました。横浜の大さん橋

のお話が出ましたけれど、「横浜

らしさ」を追求するだけでなく、

「新しいものを付け加えていく

こと、それも横浜らしさ」と思っ

てお聞きしていました。一方で、

いわゆる「先見的であること、そ

うした積極性みたいなものが、こ

こ最近元気がない」というお話

もありました。そのあたりの元気

が出る仕組みも、今後必要かと

思いました。公共建築に求めら

れるものとして「住民参加と居

場所」がキーワードになっている

ように思います。建築家の乾さ

ん、小泉さんの話を伺っています

と、余剰スペースではなく、「複

合化やデザインの中で、居場所

は確保される」。そんなふうに心

強く感じたところです。「住民参

加といったものが後世に残る建

築に繋がっていくのだろうか」と

いう点でも、「知恵を出し合いな

がら、うまくやっていくと、いい

建築、残る建築が作れる」ので

はないかな、と思います。

　いろいろなご意見をいただき

ましたけれども、ここにいるみな

さんは、横浜に「ぜひこれから

も良い公共建築を作っていただ

きたい」という思いをお持ちで

す。これからも横浜らしい建築

を作っていただきたいですし、

私達が一緒にやれることがあれ

ば、一緒に考えていきたいと思

います。

肥田―今日は活発なご意見あ

りがとうございました。今日いた

だいたものがヒントになると思

います。良い建築、人々の心の

支えになる公共建築を作ってい

きたいと思います。ありがとうご

ざいました。

良い建築、人々の心の支えになる
公共建築を作っていきたいと思います。

よこはま建築ひろばシンポ

ジウム「これまでも、これか

らも、横浜らしく」動画

五十嵐 太郎

東京大学大学院修士課程修了。博士（工

学）。あいちトリエンナーレ2013芸術監督、

第11回ヴェネチア・ビエンナーレ建築展日

本館コミッショナーを務める。「インポッシ

ブル・アーキテクチャー」などの展覧会を監

修。『誰のための排除アート？』（岩波書店、

2022）ほか著書多数。

 ［建築史・建築批評家／東北大学大学院教授］

乾 久美子
 ［建築家／横浜国立大学教授／乾久美子

建築設計事務所主宰］

東京藝術大学美術学部建築科卒業、イエー

ル大学大学院建築学部修了。主な作品に

「延岡駅周辺整備プロジェクト延岡市駅前

複合施設エンクロス」（2020年日本建築学

会賞(作品)など）、「宮島口旅客ターミナル」

（2021年第13回JIA中国建築大賞2021一

般建築部門奨励賞）など。

肥田 雄三
 ［横浜市建築局公共建築部長］

平成5年度入庁。横浜市風力発電事業（ハマ

ウィング）や、3区（南区、金沢区、港南区）

庁舎の建替事業、市民病院再整備事業を担

当後、建築局営繕企画課長を経て令和3年

度から現職。

小泉 雅生
 ［建築家／東京都立大学大学院教授／

小泉アトリエ主宰］

東京大学大学院在学中にシーラカンスを共

同設立。同大学院修士課程修了。主な作品

に、「象の鼻パーク/テラス」（第14回環境・

設備デザイン賞最優秀賞）、「港南区総合

庁舎」（第21回JIA環境建築賞優秀賞）な

ど。主な著書に『環境建築私論』（建築技

術、2021）など。
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　令和4年11月12日（土）、横浜市役所1階アトリ

ウムをメイン会場に、「よこはま建築ひろば こども

ワークショップ」を開催し、関連イベントと合わせ

て、延べ約3,400名の方にご参加いただきました。

　当日は、子どもたちが建築に親しむきっかけづく

りを目的とした「こどもワークショップ」に加え、市

役所内部や周辺の公共建築を巡るデジタルスタン

プラリー、横浜市開港記念会館の改修工事現場

見学会、市役所最上階にあるレセプションルーム

の特別開放、ガス・電気設備の歴史に関する展示

など、様々な関連イベントを開催しました。

　ワークショップの参加者からは「建築に興味が

わいた」「普段体験できないことができて楽しかっ

た」という声をいただくなど、多くの団体・企業等

のご協力のもと、多くの方に建築に触れ、学び、楽

しんでいただけるイベントとなり、大盛況のうちに

終えることができました。

こどもワークショップ
よこはま建築ひろば

・関連イベント
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　切り込みが入った一枚の紙を折り、建物に変身

させるワークショップです。折り紙建築家の茶谷

亜矢氏のご指導のもと、横浜市の代表的な公共

建築物である横浜市役所及び横浜市開港記念会

館を題材に、小学3～6年生の子どもたちが“紙が

立体になる不思議”を体験しました。

　集中力が必要な細かい作業でしたが、「難し

かったけど楽しむことが出来た」、「達成感があっ

た」という声をいただきました。

折り紙建築ワークショップ
よこはま建築ひろば  こどもワークショップ

出展 公益財団法人 横浜市建築保全公社

タイムテーブル ① 10：00～、② 12：30～、③ 14：30～

講師 茶谷 亜矢 氏  ［折り紙建築家／

有限会社オリガミックアーキテクチャー代表］

参加者数 47人（3回合計）

対象年齢 小学3～6年生
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　建物の中には、見えないところに電気配線が広

がっています。お家で使える100Vの延長コード作

りを、小学生の子どもたちが保護者の方と一緒に

体験しました。ドライバーを握り、一生懸命に部品

を組立て、最後に電球をつないでテストを行いま

した。電球が無事に点灯すると、喜ぶ子どもたち

の顔が見られました。

　「コンセントの中身を初め見た」「貴重な体験

ができた」という言葉とともに多くの子どもたち

が楽しみました。　

工作！お家で使える延長コード作り
よこはま建築ひろば  こどもワークショップ

出展 一般社団法人 横浜市電設協会

タイムテーブル ① 10：00～、② 11：30～、

③ 13：00～、④ 14：30～

参加者数 91人（4回合計）

対象年齢 小学1～6年生
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とび出す建物に色をぬろう
　横浜市役所、横浜赤レンガ倉庫、大佛次郎記念

会館、横浜美術館、横浜市開港記念会館、キリン

舎（よこはま動物園ズーラシア）が描かれている紙

に、自由に色を塗るワークショップです。紙には切

込みが入っていて、折るとあら不思議！建物を立て

て飾ることもできます。

　子どもたちからは、「楽しかった」「建築士の道

にいきたい」という声も出るなど、建築に興味を持

つきっかけとなるようなイベントになりました。

よこはま建築ひろば  こどもワークショップ

出展 一般社団法人

神奈川県建築士事務所協会 横浜支部

タイムテーブル 10：00～15：30（随時受付）

参加者数 170人

対象年齢 3歳～小学3年生 よ
こ
は
ま
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築
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　グループで協力して、2種類の木の角材とジャン

ボ輪ゴムで家を建築していくワークショップです。

「強い構造を作るにはどうすれば良いのか」「どん

な空間にしたいのか」等を考えながら、仲間と一つ

の家を建てる体験を行い、建てたあとは全員で解

体・片付けをしました。

　「家の作り方がわかった」「協力してできて良

かった。友達ができた」という感想をいただくなど、

実りあるワークショップとなりました。

空間ワークショップ
よこはま建築ひろば  こどもワークショップ

出展 公益社団法人 日本建築家協会 JIA 神奈川

タイムテーブル ① 10：00～、② 13：00～

参加者数 52人（2回合計）

対象年齢 小学4年生～中学3年生
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　2004年から山梨県道志村の水源林を中心に

間伐活動を行っている団体に参加いただきました。

間伐材を市内の公共建築に供給していただいた

実績もあります。

　ワークショップでは、子どもたちが自らつくるを

テーマに、自ら丸太をのこぎりで切り、木の実で飾

り付けたり、色を塗ったり、創意工夫が詰まったた

くさんの作品が出来上がりました。「初めての体験

だったけど、面白かった」などの感想をいただきま

した。

間伐材で作るオリジナルコースター
よこはま建築ひろば  こどもワークショップ

出展 道志間伐材活用横浜 サポート隊 道っ木ぃ～ず
ど　　　き

タイムテーブル ① 10：00～、② 11：00～、③ 13：00～、

④ 14：00～、⑤ 15：00～

参加者数 50人（5回合計）

対象年齢 4歳～小学6年生
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建設重機・機械工具   体験会
よこはま建築ひろば  こどもワークショップ

　建設工事に欠かせない、重機や手押し一輪車に

触れることが出来るワークショップです。重機コー

ナーでは、めったにお目にかかれないコンパクトト

ラックローダーへの乗車体験や記念撮影を行いま

した。また、手押し一輪車コーナーでは、曲がりく

ねったコースでボールを運び、タイムを競いました。

　「重機に乗れて思い出になった」「ボール運び

が楽しかった」という声とともに、多くの子どもた

ちが、普段は出来ない体験を楽しみました。

出展 横浜建設業青年会

タイムテーブル 10：00～16：00（随時受付）

参加者数 294人

対象年齢 小学1～6年生
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　スマートフォンを使用したデジタルスタンプラ

リーを実施しました。

　市役所内のみを巡る「市庁舎コース」と、市役

所周辺の公共建築を巡る「公共建築コース」の

2つを用意。参加者は二次元コードから専用ウェ

ブサイトにアクセスし、各施設に設置されたクイ

ズに答えてスタンプをゲットし

ます。スタンプを集めた方には

100周年ロゴを印刷した記念

品を配布しました。

デジタルスタンプラリー
関連イベント

記念品（左からカトラリー、エコバッグ、マグカップ）

協力 神奈川県官公庁営繕協議会

対象施設 横浜市役所、横浜人形の家、旧第一銀行横浜

支店、象の鼻テラス、横浜マリンタワー、THE 

BAYS、横浜税関、横浜港大さん橋国際客船

ターミナル、関内ホール

参加者数 639名
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工事現場見学会「横浜市開港記念会館」

　「文化財の維持保全」のために長期休館を伴

う改修工事中の「横浜市開港記念会館」で、一般

向けの工事現場見学会を実施し、子どもから大人

まで幅広い年代の方々に、ご参加いただきました。

　冒頭で、開港記念会館の歴史や工事内容を説

明し、その後、工事期間中にしか見ることができな

い「壁の漆喰塗り」や「表面仕上げを撤去した後

のレンガ造の壁部分」等を紹介しました。

関連イベント

協力 清水建設株式会社

参加者数 58人（4回合計）

タイムテーブル ① 10：00～、② 11：30～、

③ 13：30～、④ 15：00～
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　市役所館内周遊企画として、謎解き

イベントを実施しました。当日は、市役

所1階にて、来場者へ謎解き冊子を合

計865枚配布しました。館内各所で謎

解きを楽しむ方が見られ、市役所の賑

わい創出に繋げることができました。

31階からの
景色を見よう

ガス・電気設備展示

　国内外からの賓客のおもてなしや、

表彰式などの様々な記念行事に活用し

ている31階レセプションルームを一般

開放し、周辺の眺望を楽しんでいただ

くとともに、模型や動画を活用して市

庁舎建設時の紹介等を行いました。

　共創フロントで公募を行い、3社と

連携してガス設備・電気設備の展示を

行いました。100年前に使用されていた

貴重なガス・電気メーター、配管・配線、

ガス灯や白黒テレビ等、歴史ある設備

の展示に加えて、最新の設備展示を行

いました。

関連イベント

ナゾ解き！
よこはま市役所
アドベンチャー

主催：総務局管理課
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出展：東京ガスネットワーク株式会社、
東京電力パワーグリッド株式会社、
東京電力エナジーパートナー株式会社
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横浜市こどもの美術展2022

　「横浜市こどもの美術展」は、毎年、子どもた

ちの絵画作品を募集し、賞を設けずに応募した

全ての作品を展示しています。2022年は「自由

テーマ部門」に加え、「横浜市公共建築100周年

事業」の連携プログラムとして「たてもの」をテー

マに開催されました。10日間の会期中、子どもた

ちが自由な発想でのびのびと描いた作品が並び、

ご家族づれを中心に多くの方でにぎわいました。

「横浜市こどもの美術展2022」の展示風景〈Photo:Ken KATO〉

「たてもの」をテーマに
子どもたちの絵画作品を募集

主催 横浜市民ギャラリー

会場 横浜市民ギャラリー　展示室1〜3

出展点数 たてもの部門221点、自由テーマ部門126点

合計347点

会期 令和4年7月22日（金）～7月31日（日）
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こどもの絵画作品 LEDビジョン投影

　アトリウムの大型LED ビジョンに「横浜市こど

もの美術展2022」の応募作品のうち、「たても

の」部門の219 点（0歳～小学校6年生）を映し出

しました。会場では、大画面に投影された作品を

背景に、多くの子どもたちや家族が写真を撮って

いました。

横浜市民ギャラリーと連携し、
子どもたちの作品219点を投影

こどもの絵画作品LED ビジョン投影⾵景
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年表・タペストリー展示

　人口などの推移とともに、時代ごとの背景や

社会ニーズなどを踏まえて取り組んできた横浜市

公共建築の100年の歴史をまとめた年表と７枚の

タペストリーを展示しました。

協力 公益財団法人 横浜市建築保全公社

展示場所 横浜市役所2階　展示スペース

展示期間 令和4年11月1日（火）～11月30日（水）
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　学校建替え工事の現場で、児童に建築の魅力を

伝え、建設に興味を持ってもらうとともに、来年度 

から供用する新しい学校に愛着を持ってもらうた

めに、在校生を対象に「出前授業」を実施しました。

学校建替え工事  出前授業

都岡小学校

汐見台小学校

 ［都岡小学校］設計者：⼋板建築設計事務所／施⼯者：⼩俣・サカクラ建設共同企業体

 ［汐見台小学校］設計者：株式会社アーキシップスタジオ／施⼯者：⼾⽥・京急・⼟志⽥建設共同企業体

説明及び現場見学：令和4年11月15日（4～6年生）施工体験：令和4年11月28日（6年生）

説明、現場見学及び施工体験：令和5年2月14日（6年生）
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Instagram

　「横浜市の公共建築の魅力発

信」をテーマに令和4年4月1日か

らInstagramを開始しました。

　工事完了時に撮影した公共建

築物の完成写真に、設計意図を

添えて紹介しています。

　また、「#横浜公共建築」を使っ

てユーザー投稿を呼びかけ、魅力

的な投稿を定期的にリポストし、

横浜市の公共建築の魅力を発信

しています。

Instagramアカウント

＠yokohama_

kokyokenchiku

学
校
建
替
え
工
事 

出
前
授
業
／Instagram
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よこはま建築フォトコンテスト

横浜市生まれ。JPS（日本写真家協

会）所属。長年撮り続けた横浜の港・

街・人を「森の観測」と名づけ、独自の

感性で森の「記憶」を記録する。ニュー

ヨーク ADC MERIT AWARD 受賞。第

50回横浜文化賞奨励賞受賞。写真集

「YOKOHAMA PASS ハマのメリー

さん」刊行。写真集「SCENERY of 

Yokohama」1〜3刊行 他。

　公共建築の魅力を発信するためにInstagram

の#（ハッシュタグ）を活用した「よこはま建築フォ

トコンテスト」を実施しました。

　様々な横浜市内の建築物をおさめた816点の応

募の中から、ゲスト審査員、建築局、建築保全公

社の審査により、入賞作品全15点を選出しました。

公共建築の魅力発信のため
Instagramを活用

森 日出夫
 ［写真家］

スケジュール

募集テーマ

●  最優秀賞・優秀賞展示

市役所での作品展示

●  入賞作品展示

応募状況

令和4年11月11日〜令和5年1月10日

令和5年2月22日

令和5年3月4日〜3月31日

募集期間

結果発表

市役所展示

作品数

投稿数

建物数

816点

532投稿

144種類

 「これまでも、これからも、横浜らしく」をテーマに、横浜市内の

おすすめの建築物、思い出の建築物、これからも大切にしたい

建築物など、応募者が思う「横浜らしい建築物」をおさめた写

真を募集

 「横浜市公式インスタグラム写真展」で展示しました。　

 ［展示期間］令和5年3月4日（土）～3月24日（金）

 ［展示場所］横浜市役所2階　展示スペース

多くの方に横浜の建築物の魅力を発信するため、入賞作品の

展示と、応募作品をサイネージで投影しました。

 ［展示期間］令和5年3⽉25⽇(⼟)～3⽉31⽇(⾦)

 ［展示場所］横浜市役所1階　展⽰スペースA

ゲスト審査員
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日産スタジアム

日産スタジアムと月

審査員コメント：太陽が沈み夕陽がスタジ

アムの上部にデティールを残したシルエット

が美しい。広い空の中にスタジアムの存在

感が確かにあり、頭上の月も絶妙なタイミ

ングである。

最優秀賞

@campione_siena

よ
こ
は
ま
建
築
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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横
浜
ベ
イ
ク
ォ
ー
タ
ー

横
浜
市
役
所

旧根岸競馬場一等馬見所

横
浜
ウ
ェ
ー
ブ 願

い
を
込
め
て

夕暮れの根岸競馬場跡

審査員コメント：豪華客船が港に着岸しているような絵で、背景

のマンションと重なってふと海外の風景のような錯覚を覚える。

シーバスも入り良いシャッターチャンスである。

建築局長コメント：今は無き競馬場の喧騒と、遠くに見える高層

建築物の対比が歴史を感じさせる作品。夕日と雲の流れも相まっ

て時代の流れを想起させ、より建物の深みが増している。

審査員コメント：横浜市民にはもう馴染みの場所と

なった場所だが、さくらみらい橋にも映っているス

ローシャッターの軌跡が上手く活かされ、バランス

の良い作品となっている。

優秀賞

建築局長賞

@
_toki_photogragh

@
kdo.yokoham

a2

＠roshi_1010

横浜ランドマークタワー

横浜みなとみらい21

建築保全公社理事長コメント：ランドマークタワーだけでなく、市

役所、赤レンガ倉庫、大さん橋、遠くには横浜港シンボルタワーな

ど横浜を代表する建築がまるで宝石のように散りばめられ、普段は

見ることができない特別な横浜を表現した作品である。

@jourey_me__

建築保全公社理事長賞
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赤レンガ倉庫

横浜税関

旧根岸競馬場一等馬見所

横浜マリンタワー
大さん橋ふ頭ビル

横浜市中央図書館

赤レンガ倉庫

ホテルニューグランド

三溪園 臨春閣

横浜開港資料館

ザ・カハラ・ホテル
＆リゾート 横浜

秋の赤レンガ倉庫

夜の散歩道

未来のミライの丘

雨後-黎明

知の螺旋

チルりたいときにおすすめな場所

銀杏が良く似合う
ホテルニューグランド

美しい秋空と日本家屋

彩りの歴史～Yokohama 
Archives of History

透過

佳作

＠ayane_cantable

＠lovelynoel283

＠tomofuminagayama

＠efs1855mm

＠k_rush_hour

＠gen.kenchiku

＠yoshirou.46

＠m_mintrose

＠oboh_0202new

＠sa_a_10

よ
こ
は
ま
建
築
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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